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保育環境構成における保育者の意識と環境構成の「難しさ」の検討
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Examining the awareness of childcare workers concerning the challenges of 
creating an environmental structure in a childcare environment
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Abstract: The purpose of this study is to explore the factors behind the challenges related to 
environmental configuration by clarifying how childcare workers perceive this process. Group 
interviews were conducted with childcare workers, and the resulting data were categorized and 
discussed. We determined that childcare workers’ awareness of environmental composition is as 
follows: (1) environmental structures aimed at emphasizing child-centeredness, (2) environmental 
structures aimed at childcare workers’ peace of mind, and (3) a belief that the process of 
configuring the environment is a team effort.
　　 The factors contributing to the challenges of configuring the childcare environment are: (1) 
a lack of time and structural problems, (2) unique challenges depending on the children’s 
development, and (3) cooperation between childcare workers.
　　 Although collaboration among childcare workers can be a source of difficulty, if the division 
of roles among them can proceed smoothly, the challenges of environmental configuration will be 
alleviated, and it will be easier to tackle the process. It was suggested that cooperation and 
collaboration among workers is a vitally important element of the environment-creation process.
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問題と目的
　乳幼児期の保育・教育への投資が有効である
というジェームズヘックマンの研究結果

（Heckman, 2013；古草訳2015）を受けて，乳幼
児期の保育・教育に関する政策が国際的に見て
も重要な課題になってきた。日本では，平成29
年の幼稚園教育要領，保育所保育指針の改定・
改訂により，幼児教育重視策の教育改革が進み
始めた（汐見2018）。保育所保育においては，
望ましい未来をつくり出す力の基礎を培うため

に，環境を通して養護及び教育を一体的に行う
（保育所保育指針解説2018）と示されている。「環
境」という言葉は，1947年の学校教育法よりす
でに使われてきていたが，近年，よりその重要
性が注目されているといえる。保育所保育指針

（2018）では，保育の方法として「健康，安全
で情緒の安定した生活ができる環境や，自己を
十分に発揮できる環境を整えること」と示され
ており，保育者は養護的側面と教育的側面両側
から環境を構成していくことが求められてい
る。要領・指針では，いたるところに「環境」
についての記述があり，保育，幼児教育におい
て環境構成が非常に重要な要素となっているこ
とが分かる。しかし，「多様で豊かな環境」，「自
発的，意欲的に関われる環境」など，どれも抽
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象的であり，具体的な環境構成の方法について
は，「子どもからの働きかけに応じて変化した
り，周囲の状況によってかわっていったりする

（保育所保育指針解説2018）」ことから記載はな
い。これについて，高山（2014）は，保育にお
いて教育を目的とする技術と，情緒の安定を促
す技術が時に矛盾を抱えていることに触れ，情
緒の安定と葛藤等，集団と個のほどよい状態を
探し，空間と時間のマネジメントを行う必要が
あること等，保育の方法には高い専門性と柔軟
性が求められるとしている。また，上田（2013）
は，豊かな構造的な保育の質があったとしても，
保育環境をどのように構成し，活用していくの
かが大事であり，それが保育者の専門性である
としている。つまり，保育環境を構成すること
は，子どもに関する幅広い知識や子どもの姿に
応じて環境を変化させていく柔軟性といった保
育者としての専門性が強く求められている。「保
育の質研究は，保育者の専門性を問うてきた（秋
田2007）」のように，保育の質の向上のためには，
保育者の専門性が発揮されることは不可欠であ
り，環境構成においても保育者が専門的に行う
ことで質の高い保育環境が保障されると考えら
れる。西本ら（2006）は，保育者によるコーナー
設定を一年を通して観察し，子どもの発達との
かかわりや保育者の意図や保育プログラムとの
関係を明らかにしている。この実践から，保育
士はコーナーを通してねらいを子どもたちに示
すなど，保育計画に基づいてコーナー設定は行
われていくが，コーナーの配置やつながりと
いった詳細な設定は実際の子どもの姿を反映し
ながら行われていること，同じコーナーであっ
ても，年齢によって保育者のねらいは違ってく
るため，遊具の種類や数が変わってくるなど，
保育者が専門性を発揮しながら柔軟に環境を変
化させていく様子が見えてくる。しかし，漁田

（2018）がキャリアアップ研修に参加したベテ
ラン保育者を対象に行った調査では，「新保育
指針」「保護者への対応」に続き，「環境設定」
を乳児保育において「困った・勉強不足」と感
じる保育者が多いことが明らかとなった。
　保育の難しさについては，古賀（2011）や佐々
木ら（2019）の研究がある。古賀（2011）は，
１歳児保育の難しさの構造について「１歳児保
育の特質を踏まえた援助の志向と構造上の実現
困難との間のジレンマ」としている。古賀（2011）
の研究では１：６の保育士の配置基準と保育の
難しさについて丁寧に分析されているが，難し

さが生じた時の具体的な保育実践は明らかにさ
れていない。佐々木ら（2019）は，保育者が困
難を感じ，保育実践を難しくさせている要因に
ついて検討し，保育者の直面している困難には
いくつかの段階があることを示唆している。佐々
木ら（2019）の研究は，他園での保育を見た保
育者らが自園でできるかどうかについて述べた
意見を分析したものであり，日々の自園での保
育実践について検討されたものではない。保育
者はなぜ，環境構成に「難しさ」を感じている
のだろうか。経験や研修を重ねたベテラン保育
者も難しいと感じているなら，知識や経験では
解決できない事象があるのではないだろうか。
　本研究の目的は，保育者が環境構成を具体的
にどのように意識しているのか，また，環境構
成に対する意識をどのように実践につなげよう
としているかを明らかにすることを通して，環
境構成の「難しさ」の要因を探ることである。
本研究では，高山（2014）の環境構成の定義を
参考にしながらも，保育室における物的，空間
的環境に注目した。しかし，環境のすべてがば
らばらに存在するのでは教育環境とはならず，
物や人や場などが関連して１つの状況を作り出
す（伊神ら1990）ことが重要であるため，物の
配置や空間の構成に込められた保育者の意図に
も注目し分析を行った。

方　法
研究協力者　H 市内の X 保育所において保育業
務に携わっている，または昨年度まで X 保育
所にて保育業務に携わっていた保育者11名。経
験年数によって，５年未満群，5-10年群（５年
以上11年未満），11-19年群（11年以上20年未満），
20年以上群の４グループに群別し，それぞれの
グループでグループインタビューを行った。５
年未満群は対象保育者が２名であった。その他
のグループは３名である。群別したグループご
とにインタビューを行った理由は，同じ X 保
育所に勤務している保育者同士のため，経験年
数や職位に左右されることなく語れる環境をつ
くるためである。
調査方法　安梅（2001）のグループインタビュー
法を採用し，各グループ40～45分間のグループ
インタビューを行った。グループインタビュー
法を採用した理由は，同じ X 保育所に勤務す
る保育者同士のやり取りという日常的なかかわ
りの中から，より現実の状態に近い形で意義深
い情報を得ることができる（安梅2010）ことや，
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本研究においては，保育者が環境構成をどのよ
うに意識しているか，自明化していない部分も
含めて検討したいと考えたためである。①環境
構成の実践事例，②環境構成のねらい，③理想
とする環境構成，④乳児クラスと幼児クラスの
違いについて，筆者がインタビュアーとなりな
がら，自由に意見交換を行った。
分析方法　安梅（2001）のグループインタビュー
の分析に依拠して行った。逐語記録から，一次
分析（重要アイテムの抽出），二次分析（重要
カテゴリーの抽出）を行い，得られたカテゴリー
を分類し考察した。
　グループインタビューを実施するにあたり X
保育所の所長に研究方法について相談した上
で，研究協力者11名には，研究目的と意義及び，
データ利用への同意について，いつでも撤回す
る権利を有することを口頭及び書面にて説明を
行い同意を得た。

結　果
　グループインタビューを行った結果，全体で
367のカテゴリーが抽出された。
１　�経験年数による抽出されたカテゴリーの比
較

　抽出されたカテゴリーを環境構成のねらい，

乳児幼児の違い，保育者の思いに分類し，経験
年数別に比較すると表１のようになった。なお

［］内は二次分析で抽出されたカテゴリー，「」
内は保育者の語りである。
　環境構成のねらいでは，［多様な経験］，［遊
び込み］，［遊びの自由度］について，すべての
経験年数で語られた。また，乳児幼児の違いに
ついては，幼児の遊び場について，保育者の思
いについては，［困難感］，［職員連携］に関して，
すべての経験年数群で言及されていた。
　グループによって，カテゴリーが抽出されな
い項目があるが，研究協力者が現在担任してい
るクラスの状況や，インタビュー時間が40分程
度と短時間であったことから，該当するテーマ
に至らなかったとも考えられ，得られたカテゴ
リーの経験年数による特徴や差異は確認できな
かった。そのため，経験年数による群別はせず，
４グループのインタビューで得られたカテゴ
リーを統合，類型化し分析を行った。
２　環境構成のねらい
　環境構成のねらいは［教育的意図（多様な経
験，遊び込み）］，［子どもの安心（楽しい時間，
くつろぎの空間）］，［安全（飛び出し，怪我の
危険性，走り回り，玩具以外での遊び）］，［保
育者の心のゆとり（収納の工夫，遊びの自由度）］

表１　経験年数による抽出されたカテゴリーの比較
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に整理された。（表２）
教育的意図　保育者は［遊びに向かう意欲］が
あることが，［遊び込み］につながり，子ども
の力を引き出すことから，子どもの興味に合わ
せた［遊び込み可能］な環境が必要だと考えて
いた。しかし，子どもが［集中して遊ぶのは稀］
であり，様々な［遊びの積み重ね］が，後の［遊
び込み］や［集中力の伸び］に繋がると考え，
子どもが好きな遊びを見付けるまでの過程を大
切にしていた。さらに，［教育的意図］を含ん
だ［発達相応の遊び］を環境構成に意図的に織
り込んでいくことで［多様な経験の機会提供］

を行っていた。
子どもの安心感　保育者は，保育室は子どもが

［毎日通う場］であるため，子どもが［遊びへ
の期待や意欲］をもち，［登所の楽しみ］にな
る環境を構成したいと考えていた。そのために
は，［翌日への期待］となるような［遊びの連繋］
が必要であり，それを実現できるような［遊び
の設定］が必要であると考えていた。さらに，
コーナー配置の工夫により［静と動の分離］を
行い，［動線の交錯］による［遊び込みの阻害］
を防ぎ，安心して遊べる環境を目指していた。
安全　安全面への配慮は保育者にとって絶対で

表２　環境構成のねらい
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あった。保育者は保育室からの［飛び出し］や，
保育室内での［走り回り］は事故につながる恐
れがあり，［負の要因］であると考えており，［子
どもの様子］や保育者の困り感に合わせた環境
構成を行っていた。［走り回り］においては，
保育者は家具やコーナーの配置によって［走り
回りをアフォード］してしまうこともあれば，

［走り回りをコントロール］できることを経験
から実感していた。そして，［子どもの様子］
に合わせて試行錯誤しながら，安全に遊べる環
境を目指していた。
保育者の心のゆとり　保育者は，玩具の［自由
な持ち出し］や，遊び場へ［自由なアプローチ
可能］にすることは，［指示・禁止の減少］に
つながり［保育者の心のゆとり］につながると
感じていた。「子どもがいっぱい好きな物出し
て，片付けるのが結構大変ですけど。でももう
そんなに，あれしちゃいけんよっていうことも
なく」など，［遊びの決定権］が保育者にあっ
た時の経験と比較しながら語られた。また，保
育者は［保育者の心のゆとり］の低下を招く原
因の一つは，子どもができない片付けが生じる
ことであると考えており，子どもも一緒に片付
け可能な工夫を行い［片付け容易］な環境にす
ることも［保育者の心のゆとり］につながって
いると考えていた。
　以上のことから，環境構成のねらいについて，
保育者は，①遊び込みによる教育的効果，②子
どもの安心の保障，③子どもの姿に応じた安全
の保障，④保育者の心のゆとりと考えているこ
とが明らかになった。
３　乳児クラスと幼児クラスの環境構成の違い
乳児クラスの環境構成
情緒の安定と安全が優先　乳児クラスの環境構
成について，保育者は［環境の変化は不安要因］
であると捉えていた。乳児クラスは 母親の復
職のタイミングでの入所が多く，１年間を通し
て子どもが増えていく。そのため，［場所や人
へ慣れること］つまり［情緒の安定］が優先課
題とされていた。また，活発に動くことを楽し
む乳児の遊びを保障しながらも，保育者が［事
故防止の必要性］を強く感じており，［育ちに
適した玩具の作成］は行うが，保育室には［必
要な物のみ配置］していた。
子どもの思いの想像と保育者間の話し合いから
子どもを理解　保育者は［子どもが遊ぶ様子］
から子どもの［思いの想像］と，［保育者間の
話し合い］をすることで，環境に必要な物の把

握を行っていた。インタビュー中，「子どもの姿」
という言葉が幾度も保育者から語られ，「今」「こ
の子」を起点とした，［子どもの実態］と［保
育者の困り感］から考えていく必要性を感じて
いた。
幼児クラスの環境構成
遊び込みできる環境が優先　保育者は幼児クラ
スの環境構成は，子どもの興味関心に沿った遊
びを中心に考えていた。そして，［遊び込み］
が大切と考え，その時の遊びに合わせて，［遊
び場の確保］や必要な道具の用意を行うなど，

［継続的な遊び込み］や［探求的な遊び］をねらっ
た環境構成を行っていた。
子どもの言葉による表現から子どもを理解　幼
児クラスは子どもの［言葉による表現］から［要
望の理解］が可能であり，［夢中度の把握］も
容易であると感じていた。しかし，［恒常的な
環境］が遊びに向かう［意欲の低下］につなが
ることも多く，「今」の子どもの［関心事の推測］
をし，［頻繁な環境の再構成］を行っていく必
要を感じていた（表３）。
４　保育者の思い
　保育者の思いに注目して抽出したカテゴリー
を検討したところ，［環境構成の重要性］，［人
的環境の重要性］，［環境の捉えの変化］，［困難
感］，［職員連携］に整理された（表４）。
環境構成の重要性　保育者は，他年齢児の保育
室で過ごした時の子どもの様子や日々の保育実
践から，環境が子どもに与える影響の大きさを
実感し，子どもの様子に合わせた［頻繁な環境
の再構成］の必要性等，保育実践における環境
構成の重要性を認識していた。
人的環境の重要性　本研究は，物的，空間的環
境に焦点を置いて検討するため，グループイン
タビューにおいて，人的環境についての質問は
行わなかった。しかし，子どもと遊びを通して

［達成感を共有］した事例，好きな遊びがある
環境の中で，保育者が子どもと一緒に遊ぶこと
で子どもの成長を実感した事例等，物的空間的
環境構成の中に自然と保育者自身が入り込み，
子どもの遊びを支えていた。
環境構成の捉えの変化　保育者の語りから，X
保育所では，２年程前から，子ども主体の保育
実践を行うため，園内研修を行うなど，質の高
い保育を目指した取り組みを園全体で進めてい
ることが分かった。これに伴い，保育者の環境
構成の捉えにも変化があり，５年未満群の保育
者も含めて［意識の変化実感］をしており，保
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表３　乳児クラスと幼児クラスの環境構成のちがい

表４　保育者の思い
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育者は［戸惑い］を感じていた。一方で，保育
者は［子どもの様子基点］の環境構成の良さを
実感していた。また，20年以上群では［子ども
の様子］に合わせて環境の再構成を繰り返し，
保育を進めていくクラス担任の姿を客観的に捉
え［感心］していた。
困難感　保育者は［子どもの様子］から，［コー
ナー設置］や家具の製作の必要性を感じている
が，クラスを運営していく中での［余裕の無さ］
や環境構成の実践には［時間が必要］であるこ
となどが，環境構成の実践を阻んでいた。また，
多くの保育者から語られたのが［生活と遊びの
分離］についてであった。保育室が［生活と遊
び双方を担う場］であることから，１日の流れ
の中で，［生活に合わせた環境の変化］があり，

［遊び継続の保障不可］であることに保育者は
困難感を感じていた。
職員連携　保育者は，環境構成の実践のしやす
さに［園の雰囲気］や［担任間連携］が関係し
ていると語った。［和やかで楽しい雰囲気］や
共に考え，［躊躇ない意見の受容］は，保育者
の安心感につながり環境構成実践のしやすさに
つながっていた。また，保育者は午睡の時間を
利用して［担任間カンファレンス］を行ってい
た。午睡の無い幼児組は，「担任３人が落ち着
いて話をする時間がほぼない」としながらも，
クラス会議を夕方に行うなどの方法で連携の時
間を確保していた。

考　察
　以上の結果から，環境構成における保育者の
意識と環境構成の「難しさ」について以下のこ
とが考えられる。
１　環境構成における保育者の意識
①子ども主体を大切にするための環境構成
　保育者は，子どもが自分で遊びを選べる環境
や好きな遊びを存分に楽しめる環境を構成し，
その中に教育的な意図を織り込んでいた。菊池
ら（2012）は「子どもは主体的に活動に取り組
むとき，その力を最大限に発揮でき，また，伸
びる可能性も最も大きくなる」とし，その方法
として，「子どもが自ら選び取っていく具体的
な体験や遊びの中で教育的なねらいも実現され
ていくのではないだろうか」と述べている。Ｘ
保育所の保育者は，子ども主体の行動や思考を
大切にする方法として，子どもの様子の観察や，
子どもの姿をもとに保育者間でのカンファレン
スを重ねながら子どもの興味や思考を把握し環

境構成に取り入れようとしていた。さらに，遊
び場が楽しいものであること，安心できる場で
あることも合わせて考慮して環境構成を実践し
ており，これらの環境構成は子どもを中心に据
えた子ども主体を大切にするための保育環境と
言えると考える。
②保育者の心のゆとりのための環境構成
　保育環境は，子どもの生活が豊かなものとな
るよう（保育所保育指針2018）に構成されるも
のである。しかし，保育者は環境構成を工夫す
ることで，子どもへの指示が減少し，心に余裕
が持て，穏やかな気持ちで保育に携わることが
できることを実感しており，保育者自身の心の
ゆとりも踏まえた環境を構成していくことも，
環境構成のねらいの一つであると自覚してい
た。戸田（2018）は，「本気で遊ぶには，時間
的にも空間的にも，子どもと相互性をもつ保育
者の心にも余裕がなければならない」と述べて
おり，環境構成を行うことで保育者の心のゆと
りを生むことは，保育者が子どもを穏やかな気
持ちで見守ったり，本気で一緒に遊ぶ時間をも
つ余裕につながり，遊びの充実にもつながって
いると考えられる。
③チームで実践する環境構成
　Ｘ保育所の保育者が環境構成を実践できてい
ないと感じているのは，担任間の連携が取れて
いない時であった。また，園の雰囲気やカンファ
レンスの時間の確保など，職員間の連携が円滑
であることが，環境構成の実践のしやすさにつ
ながっていると実感していた。門田（2019）は
保育は保育者一人の経験や知識だけで展開され
るものではなく，保育者が務める園，その園に
勤務する他の保育者や園長が一体となって実践
されるものであると述べている。環境構成の実
践においても，園が一体となって進めていくべ
きであるし，保育者自身も環境構成は職員が連
携しチームとしておこなっていくものと認識し
ていると考えられる。
２　環境構成の「難しさ」の要因
　保育者が感じる環境構成の「難しさ」の要因
について，以下の３点が考えられる。
①時間や園の構造的な問題
　環境構成は家具の移動や玩具の用意等，時間
を必要とすることが多く，保育者は環境構成を
行う時間の確保に「難しさ」を感じていた。ま
た，１つの保育室内で，生活と遊び双方を担う
ことも「難しさ」の要因となっていた。長谷川
ら（2019）は子どもの主体的な活動を大切にし
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た環境という視点から，保育の流れ，空間の使
われ方と，そこでの子どもや保育者の動きにつ
いて検討し，昼食から午睡の行為の流れに沿っ
て空間の使い方を考える必要性や具体的な方法
を示している。X 保育所においても，保育者が
子ども主体の生活の流れや遊びの保障を大切に
したいと考えているため，課題を認識している
が，保育室の不足や空間の狭さといった園の構
造的な問題が課題の解決を阻み保育者が「難し
さ」を感じる要因になっていると考えられる。 
②年齢・発達に応じた特有の「難しさ」
　乳児クラスでは，安全や安心に関連したカテ
ゴリーが多く抽出されたのに対し，幼児クラス
では子どもの興味の把握や遊び込みといった，
遊びに関わるカテゴリーが多く抽出された。ま
た，発達相応の遊びを用意するため，育ちに適
した玩具の作成を行う乳児クラスに対して，幼
児クラスでは，遊び選択が可能なコーナーの数
を用意しながらも，好きな遊びをいかに充実さ
せていくかに主眼が置かれていた。戸田（2013）
は遊びを通して育てる保育者の専門性につい
て，低年齢と幼児期後期に分けて考察し，幼児
期後期になると「育てたい目的」は「複雑」と
し，子どもが「保育者の援助によってではなく，
自分たち自身で判断して，よりよい方向を見出
し，またそれを実現できたという自信や手ごた
えになることが重要」としている。戸田（2013）
の知見を踏まえると，幼児クラスにおいて，遊
びに関するカテゴリーが多く抽出されたのは，
単に乳児に比べて養護面の配慮事項が減少する
という理由のみでなく，幼児クラスの環境構成
においては，子ども一人一人の興味の把握と，
それに対応した玩具の用意に留まらず，遊びの
どこに，教育的意図を加えていくか，子ども同
士の関わりの中での育ちと保育者の介入のバラ
ンスといった，そのやりようの幅広さに保育者
があらゆる手段を想定し試行錯誤しながら進め
ているとも考えられ，環境構成には年齢や発達
特性に応じた特有の「難しさ」があると考えら
れる。
③一人で進めることは難しい環境構成
　グループインタビューの結果，保育者は環境
構成の実践のしやすさに職員間の連携が関係し
ていると感じていた。保育者が一人で課題を感
じているだけでは，環境構成は始まらず，「難
しさ」の要因の一つになっていると言える。大
豆生田（2019）は，日常の振り返りと語り合う
風土が，子どもの姿ベースの保育サイクルを生

み出していくとしており，職員連携が保育実践
の充実につながることを示唆している。質の高
い環境構成を実践していくにあたっては，職員
連携の充実は不可欠であるが，環境構成の実践
のしやすさについても同様のことが言えると考
えられる。

まとめと今後の課題
　本研究の目的は，保育者が環境構成をどのよ
うに意識しているのかを明らかにすることを通
して，環境構成の「難しさ」の要因を探ること
であった。
　その結果，保育者は子ども一人一人を大切に
した保育を実現してくための方法の一つとして
環境構成を行っていること，片付けのしやすい
環境等，保育者が穏やかな気持ちで保育に向か
うことができるために環境構成を行っているこ
とが明らかになった。一方で，環境構成には時
間や園の構造上の問題の他，子どもの年齢や発
達特性に応じた特有の「難しさ」があることが
明らかになった。また，保育環境構成を実践し
ていくにあたっては，円滑な職員間連携が必須
であり，職員間連携が不足している場合は「難
しさ」の要因にもなり得ることが明らかになっ
た。保育室内の物の移動や空間構成の変更は，
保育者間での課題の共有や同意が必須であり，
単独で行うことはできない。また，環境構成が
子どもに適するか否かは保育実践を進めてみな
いことには分からず，試行錯誤が必要な過程か
らも，一人で実践していくことには「難しさ」
がある。更に，環境構成を進めていくためには，
作成のための時間の確保など，保育者間での役
割分担も必要となり，環境構成実践を進めてい
く上で保育者間の連携・協働が非常に重要な要
素になってくることが示唆された。
　本研究は，X 保育所における保育者を対象に
グループインタビューを実施し検討したもので
ある。環境構成に対する取り組みや意識には園
やクラス，担任保育者によって違いがあると考
えられ，環境構成における意識やそこに潜む「難
しさ」を一般化するには，より多くのデータを
収集分析していく必要があると考え，今後の課
題とする。
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